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1

2

3

4

5

6

7

8

9

13.3

5.2

4.2

4.2

3.9

2.9

2.8

2.7

2.4

2.0

錦織 圭（テニス）

浅田 真央（フィギュアスケート）

イチロー（野球）

羽生 結弦（フィギュアスケート）

本田 圭佑（サッカー）

リオネル・メッシ（サッカー）

坂本 勇人（野球）

ネイマール（サッカー）
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内田 篤人（サッカー）
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浅田 真央（フィギュアスケート）

イチロー（野球）

香川 真司（サッカー）

坂本 勇人（野球）

北島 康介（水泳）

錦織 圭（テニス）

木村 沙織（バレーボール）

内田 篤人（サッカー）

長友 佑都（サッカー）
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　好きなスポーツ選手1名の名前とその種目をたずねた
ところ、全体の54.4％にあたる931人からの回答が得ら
れた。回答は多様で延べ261人の選手名があげられた。
　2015年調査の結果をみると、1位は「錦織圭」13.3％
であり、2位以下を大きく引き離していた（表7-1）。次い
で「浅田真央」5.2％、「イチロー」と「羽生結弦」が4.2％、
「本田圭佑」3.9％と続いた。上位10人の種目の内訳を
みると、サッカーが4人、野球・フィギュアスケートが2人、
テニスとバレーボールがそれぞれ1人となり、サッカーと
野球で半数を占める。
　年次推移別にみると、2011年には10位圏外、2013
年には3.1％であった「錦織圭」が10ポイント以上上昇し、
ここ2年で急激に人気が高まっている。また、同率3位の

「羽生結弦」も10位圏外からランクインしており、オリン
ピックでの活躍が影響していると考えられる。「浅田真
央」は、1年の休養期間があったにもかかわらず高い人
気を誇っており、引き続き動向が注目される。一方「本
田圭佑」「香川真司」「長友佑都」「内田篤人」といったサッ
カー日本代表選手の人気は低下気味で、代わりに「リオ
ネル・メッシ」や「ネイマール」といった世界のトップ選手
がランクインしている。
　近年の調査で上位にランクインしている選手はほとん
どが海外のリーグや国際大会で活躍した選手であり、国
内のリーグや大会からは選ばれない傾向がみられる。た
だし「坂本勇人」は例外で、2009年調査から継続して上
位にランクインしており、その人気の高さがうかがえる。

　性別にみると、男子は1位「錦織圭」9.8％、2位「イチ
ロー」と「本田圭佑」6.4％、4位「リオネル・メッシ」5.0％、
5位「ネイマール」3.8％となり、2001年の調査開始以来、
常に男子の1位であった「イチロー」が2位に陥落した（表
7-2）。上位10人の種目の内訳をみると、サッカーが5人、
野球が3人、テニスが2人と海外で活躍するサッカー選手
が半数を占める。また、同率9位が「松岡修造」1.8％と
なり、10代調査では初めて引退選手が10位以内にラン
クインした。
　女子は1位「錦織圭」17.5％、2位「浅田真央」11.2％、
3位「羽生結弦」8.2％、4位「木村沙織」4.7％、5位「内
田篤人」4.4％と続く。男子と同様に「錦織圭」の人気が
高く、2009年調査、2011年調査では1位であった「浅
田真央」を上回った。ただ、3位には「羽生結弦」がラン

クインしており、男子と比較してフィギュアスケート選手の
人気が高い特徴もみられた。また、男子では上位10位
以内にあがった10人すべてが同性のアスリートであるが、
女子では同性と異性のアスリートが混在していた。
　学校期別にみると「錦織圭」が小学校期18.1％、中
学校期14.3％、高校期11.5％、大学期12.8％と高い人
気を示した（表7-3）。2位は「浅田真央」「羽生結弦」「イ
チロー」と複数の選手がランクインしているが、1位「錦
織圭」との差をみると、小学校期9.3ポイント、中学校期
8.5ポイント、高校期6.6ポイント、大学期3.8ポイントと学
校期が進むにつれて差が小さくなる。また、勤労者では、
「イチロー」と「内田篤人」がともに10.8％で1位となり、「錦
織圭」は5.4％で6位にとどまった。
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【表7-1】 好きなスポーツ選手の年次推移
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　好きなスポーツ選手1名の名前とその種目をたずねた
ところ、全体の54.4％にあたる931人からの回答が得ら
れた。回答は多様で延べ261人の選手名があげられた。
　2015年調査の結果をみると、1位は「錦織圭」13.3％
であり、2位以下を大きく引き離していた（表7-1）。次い
で「浅田真央」5.2％、「イチロー」と「羽生結弦」が4.2％、
「本田圭佑」3.9％と続いた。上位10人の種目の内訳を
みると、サッカーが4人、野球・フィギュアスケートが2人、
テニスとバレーボールがそれぞれ1人となり、サッカーと
野球で半数を占める。
　年次推移別にみると、2011年には10位圏外、2013
年には3.1％であった「錦織圭」が10ポイント以上上昇し、
ここ2年で急激に人気が高まっている。また、同率3位の

「羽生結弦」も10位圏外からランクインしており、オリン
ピックでの活躍が影響していると考えられる。「浅田真
央」は、1年の休養期間があったにもかかわらず高い人
気を誇っており、引き続き動向が注目される。一方「本
田圭佑」「香川真司」「長友佑都」「内田篤人」といったサッ
カー日本代表選手の人気は低下気味で、代わりに「リオ
ネル・メッシ」や「ネイマール」といった世界のトップ選手
がランクインしている。
　近年の調査で上位にランクインしている選手はほとん
どが海外のリーグや国際大会で活躍した選手であり、国
内のリーグや大会からは選ばれない傾向がみられる。た
だし「坂本勇人」は例外で、2009年調査から継続して上
位にランクインしており、その人気の高さがうかがえる。

　性別にみると、男子は1位「錦織圭」9.8％、2位「イチ
ロー」と「本田圭佑」6.4％、4位「リオネル・メッシ」5.0％、
5位「ネイマール」3.8％となり、2001年の調査開始以来、
常に男子の1位であった「イチロー」が2位に陥落した（表
7-2）。上位10人の種目の内訳をみると、サッカーが5人、
野球が3人、テニスが2人と海外で活躍するサッカー選手
が半数を占める。また、同率9位が「松岡修造」1.8％と
なり、10代調査では初めて引退選手が10位以内にラン
クインした。
　女子は1位「錦織圭」17.5％、2位「浅田真央」11.2％、
3位「羽生結弦」8.2％、4位「木村沙織」4.7％、5位「内
田篤人」4.4％と続く。男子と同様に「錦織圭」の人気が
高く、2009年調査、2011年調査では1位であった「浅
田真央」を上回った。ただ、3位には「羽生結弦」がラン

クインしており、男子と比較してフィギュアスケート選手の
人気が高い特徴もみられた。また、男子では上位10位
以内にあがった10人すべてが同性のアスリートであるが、
女子では同性と異性のアスリートが混在していた。
　学校期別にみると「錦織圭」が小学校期18.1％、中
学校期14.3％、高校期11.5％、大学期12.8％と高い人
気を示した（表7-3）。2位は「浅田真央」「羽生結弦」「イ
チロー」と複数の選手がランクインしているが、1位「錦
織圭」との差をみると、小学校期9.3ポイント、中学校期
8.5ポイント、高校期6.6ポイント、大学期3.8ポイントと学
校期が進むにつれて差が小さくなる。また、勤労者では、
「イチロー」と「内田篤人」がともに10.8％で1位となり、「錦
織圭」は5.4％で6位にとどまった。
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2015年（n=1,663）

2013年（n=1,803）

2011年（n=1,874）

2009年（n=1,934）

2005年（n=1,715）
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やせ（18.5未満） 標準（18.5以上25.0未満） 肥満（25.0以上）

【図8-1】 体格指数（BMI）の年次推移
資料：笹川スポーツ財団「10代のスポーツライフに関する調査」2015

イチロー（野球）

内田 篤人（サッカー）

浅田 真央（フィギュアスケート）

坂本 勇人（野球）

本田 圭佑（サッカー）

錦織 圭（テニス）

今成 亮太（野球）

小笠原 道大（野球）

クリスティアーノ・ロナウド（サッカー）

黒田 博樹 （野球）

迫田 さおり （バレーボール）

シドニー・クロスビー（ホッケー）

高橋 由伸 （野球）

ダビド・ビジャ （サッカー）

辻 直人 （バスケットボール）

中田 翔 （野球）

中村 俊輔 （サッカー）

長谷川 穂積 （ボクシング）

羽生 結弦 （フィギュアスケート）

マイケル・ジョーダン（バスケットボール）
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リオネル・メッシ（サッカー）

【表7-3】 好きなスポーツ選手（学校期別）
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7
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錦織 圭（テニス）

イチロー（野球）

内田 篤人（サッカー）

リオネル・メッシ（サッカー）

浅田 真央（フィギュアスケート）

羽生 結弦（フィギュアスケート）

香川 真司（サッカー）

坂本 勇人（野球）

松岡 修造（テニス）

ウサイン・ボルト（陸上競技）

大谷 翔平（野球）

木村 沙織（バレーボール）
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資料：笹川スポーツ財団
「10代のスポーツライフに関する調査」2015

大学期（n＝133） 勤労者（n＝37）
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　図8-1に身長と体重から算出したBMI（Body Mass 
Index：体格指数）の年次推移を示した。BMIが18.5
未満を「やせ」、18.5以上25.0未満を「標準」、25.0以
上を「肥満」に分類した。今回の調査では「やせ」38.5％、
「標準」57.3％、「肥満」4.1％であった。過去14年間、
割合にほとんど変化はみられない。
　性別にみると、男子は「やせ」38.0％、「標準」56.5％、
「肥満」5.5％であった（図8-2）。女子は「やせ」39.1％、
「標準」58.2％、「肥満」2.7％であり、「やせ」の割合は
女子が男子をやや上回る。
　学校期別にみると「やせ」の割合は、小学校期75.6％、

中学校期48.9％、高校期19.3％、大学期18.3％、勤労
者25.3％と、大学期までは、学校期が進むにつれて減少
する。一方「肥満」の割合は、小学校期2.0％、中学校
期2.0%、高校期5.8％、大学期5.0%、勤労者9.2％と、
学校期が進むにつれて増加する。
　運動・スポーツ実施レベル別にみると「やせ」の割合
は、「レベル3」が50.6％で最も高く、次いで「レベル2」
42.4％、「レベル4」32.9％、「レベル0」32.7％、「レベル
1」23.7％であった。一方、「肥満」の割合は「レベル2」
（5.1％）が最も高く、次いで「レベル0」「レベル1」が同
率（4.7％）であった。

体格指数・生活習慣・健康認識8
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７ 好きなスポーツ選手Ⅲ  調査結果
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8 体格指数・生活習慣・健康認識Ⅲ  調査結果
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